
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 おちいちだより 
新 宿 区 立 落 合 第 一 小 学 校 

学校だより ８、９月号 平成３０年 ８月２７日 

女神湖高原学園報告 
５年担任 福山 貴司 

 

８月２日から４日まで、５年生の希望者５８名で

女神湖高原学園に行ってきました。 

初日は早朝に学校をバスで出発し、一路女神湖へ

向かいました。女神湖畔に到着し、早速高原の涼や

かな風を感じながら、湖畔を一周しました。人造湖

とはいえ、四方を山に囲まれた女神湖の自然に子供

たちははしゃぎながら、行楽を楽しみました。夜は

キャンプファイヤーを行いました。赤々と燃える炎

を前に、仲間とともに過ごす時間は夏のよき思い出

となりました。また、夜空はよく晴れ、普段なかな

か目にすることのできない満点の星空を見ること

ができました。 

２日目は朝から気温が上昇し快晴でしたが、熱中

症等の危険も鑑み、日陰の多いコースに変更してハ

イキングをしました。高い木のない地帯などは日差

しが強く、子供たちは事前に配った塩飴を食べて休

憩をとりながら、無事全員、車山肩までの３時間の

ハイキングを終えることができました。ルートガイ

ドさんに車山の自然を解説してもらい、大満足のハ

イキングとなりました。夜は、子供たちお待ちかね

の肝試し。担任二人から怖い話を聞いた後、２人組

ペアで学園内を歩きました。怖くて動けなくなって

しまう子がいたり、頼りになる友達の背中に隠れて

歩く子がいたり、子供たちの普段とは違った一面が

垣間見えました。 

最終日は黒曜石 

体験ミュージアム 

に行き、黒曜石の 

ネックレスや弓矢、 

勾玉などを夢中に 

なって作っていま 

した。 

大勢での宿泊行事はこれが初めてということも

あって、集団行動をとることに慣れなかった子供た

ちも、日を追うごとに自ら考え、行動できるように

なり、成長を感じることのできる３日間でした。こ

の３日間で学んだことを生かして今日からの学校

生活を送っていってほしいと思っています。 

 
８、９月の生活目標 

規則
き そ く

正
ただ

しい生活
せいかつ

をしよう 

貴重な体験・学びを学校生活に活かす 
                校長 表迫 信行 

 

 記録的な猛暑が続いた夏休みも終わり、再び学校に

子供たちの元気な声がこだましています。 

 いよいよ今日から二学期が始まります。７月下旬か

らおよそ１か月、生活の中心であった各ご家庭におい

て、子供たちは様々な経験や貴重な学びを得ていたも

のと思います。 

 一学期の終業式で、私から子供たちへいくつかのお

願いをしました。「何かひとつでもやり遂げようとする

目標をもつこと」「健康のために規則正しい生活を送る

こと」「地域等の行事などにも積極的に参加すること」

というものでした。夏休みの期間、学校や地域で出会う

子どもたちに話を聞くと、地域のキャンプに参加した

り、家の人の手伝いをしたりと、子供たちなりに一生懸

命取り組んでいる様子がうかがえました。とても嬉し

く思うとともに、心から感謝申し上げます。 

 二学期は、植物の生長に例えて、これまですくすくと

育ってきたものが実り、熟する時期と言われます。 

学校生活に置き換えると、これまで学習や生活におい

て根気強く取り組んできたことが実を結び、成果とな

って表れるということになります。 

 本校の今後の教育活動計画を見ますと、移動教室や

音楽会、１１月には道徳教育にかかわって、中華人民共

和国から多数の教育関係者による代表団の訪問も予定

されています。子供たちにとって、様々な活躍の機会が

設定されています。夏休みを通して得た貴重な経験や

学びをぜひ活かしてくれることを期待し、これからも

全教職員で教育活動の推進・充実に努めてまいります。 

 保護者、地域の皆様におかれましては、一学期同様、

学校での教育活動に対し、一層のご理解とご支援を賜

れば幸いです。 



研究授業報告 
１年担任 佐藤 幸子 

 ７月６日（金）に「良い悪いを自分で判断し、正しく

行動できる児童」の育成を目指して、１年３組で道徳の

研究授業を行いました。 

 研究授業では、教材「かぼちゃのつる」を通して、自

分の思いを優先して周囲の迷惑を考えずにつるを伸ばし

続け、最後には痛い目に合ってしまった「かぼちゃ」の

気持ちを考えながら、節度をもって正しく生活すること

について考えを深めていきました。児童からは、「自分の

場所を守ってつるを伸ばせばよかった。」と意見が出され

るなど、節度・節制について考えを深めていました。ま

た、「時間を守って行動した。」とか「廊下を走らず、安

全に気を付けて行動できた。」など、自分の経験を振り返

り、節度を守る事のよさに改めて気付く児童の姿が多く

見られました。 

 

☆…Ｂ時程 
研究授業報告 

６年担任 菱倉 裕輔 

 ６月２７日（水）に「互いに尊重し合い、よりよい学

校生活に向かって力を発揮していく児童」の育成を目指

して、６年２組で道徳の研究授業を行いました。 

 教材「ダンをどうする？」に登場する目の見えない犬

であるダンを団地で飼いたい子供たちと団地のきまりを

大切に考える役員の両方の立場に寄り添って考え、話し

合うことを通して、子供たちは自分の意見を伝えるとと

もに、広い心で相手の意見を尊重することの大切さにつ

いて考えを深めていました。 

子供たちは「ダンを飼うことができたのは子供たちの

思いが伝わり、役員さんもその思いを大切にしたからだ

と思う。」といったような考えをもつことができました。

また、「自分の意見も伝えながら、友達の意見も聞いてい

きたいと思った。」や「相手の気持ちも大切考えるように

していきたい。」といったような、 

これからの生活に向けた思いを 

もつ姿が見られました。これか 

らの学校生活の充実につなげて 

ほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 週 学 校 行 事 な ど 
  

 

 

25 土  

26 日 地域防災訓練 

27 月 

① 

始業式、発育測定(1.2 年) 
避難訓練 ☆ 

28 火 給食始、５時間授業、発育測定(3.4 年) 

29 水 
発育測定(5.6 年)、委員会活動 
保護者会６年(館山説明会を含む) 

30 木 理科実験名人(３年) 

31 金  

9/1 土  

2 日  

3 月 

② 

保護者会（3.4.5 年） 

4 火 安全指導日、縦割り班長会(放課後) 

5 水 
校内研究授業のため４時間授業 
(３年１組は５時間授業) 

6 木  

7 金 
水泳指導終、なかよし給食 
保護者会(1.2 年) 

8 土  

9 日  

10 月 

③ 

５時間授業 

11 火  

12 水 ふれあいアンケート、クラブ活動 

13 木  

14 金 脊柱側弯検診(5 年)、長縄タイム 

15 土  

16 日 おちいちフェスティバル 

17 月 

④ 

敬老の日 

18 火 館山前日検診(6年)、社会科見学(4年) 

19  水 
館山移動教室始(6 年) 
区の研究会のため４時間授業      

20 木 給食試食会（１年・転入生） 

21 金 館山移動教室終（6 年）       

22 土  

23 日 秋分の日 

24 月 

① 

振替休日                  

25 火  

26 水 クラブ活動 

27 木  

28 金 
校内研究授業のため４時間授業 
(５年１組は５時間授業) 

29 土  

30 日   

保護者会のお知らせ 

8 月 29 日（水） ６年     １４：４０～ 

9 月 3 日（月） ３・４・５年 １４：４０～      

9 月 7 日（金） １・２年   １４：４０～   

   ※詳しくは学年便りをご参照ください。 

 

８、９月の行事予定 


